ナフィオンチューブを用いた炭酸イオン除去デバイスの開発
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イオンクロマトグラフィーは，水質，大気，土壌等の環境試料に含まれるイオン成分の多成分同時定量法として，最も有用な分離分析法の一つである。近年の技術開発により，イオンクロマトグラフの検出感度は飛躍的に向上し，Cl-，NO2-，NO3-，SO42-等の主要な陰イオンはppbレベルの分析が可能になった。しかし，その一方で，炭酸イオンによる目的イオンの定量妨害が懸念されている。炭酸イオンは，ほとんど全ての環境試料に含まれており，分析に使用される純水や標準液でさえ，気相中CO2の溶解により溶液中の炭酸濃度はppmレベルに達する。そのため，イオンクロマトグラフィーで水酸化物系の溶離液を用いると，炭酸イオンが大きなブロードピークとして現れる。その結果，炭酸イオンと保持時間が近いイオン成分は，炭酸イオンの影響により検出感度が著しく低下する。この問題を解決するために，Ullahらは中空繊維膜を用いて99%以上の炭酸イオンを除去できるデバイスを報告している1。一方，我々は，中空ナフィオン膜を用いた陰イオンのポストカラム濃縮法について検討してきたが2，研究を進めていく過程で，炭酸がナフィオン膜を透過することを見いだした。そこで，．．．
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